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4-1 IoT

ウェアラブルコンピューティングの最新
動向

塚本 昌彦 ●神戸大学大学院

スマートウォッチは、出荷台数は多いが実感には乏しい。Google Glass
は中止されたが、メガネ型はHMDを中心に各社がトライアル。それ以
外のデバイスも多数発表されている。

■ウェアラブル市場の動向
　2015年に急激な拡大が見込まれていたウェア
ラブル市場だったが、人々の実感としてはそれほ
どでもなかったようである。特に2015年4月に
発売されたApple Watchについて、多くのアナ
リストが3000万台を越える大規模な売上を予期
していたが、米 IDCのリポート（2015年12月17
日公表、以下同）によると、出荷台数でその半分
以下、1300万台程度になる模様である。それで
もその数値はかつての iPadの初年度以上であり、
世界レベルでの低話題性や国内でのやや冷ややか
なムードとは異なっている。
　似たような現象はFitbitをはじめとするリスト
バンド型活動量計にも見られる。2015年は4000
万台規模（出荷台数、以下同）になるようだが、多
くの人が使うようになったという実感は乏しい。
　トータルで見ると2015年のウェアラブル市場
は8000万台規模になるものと見られ、2016年度
には1億1000万台以上、今後28%の平均成長率
で2019年には2億台を超える規模になるとされ
ている。それでも話題性が低い要因の一つは販売
店での在庫がかなり残っていると予想されること
である。もうひとつの重要な要因は、おそらく、
多くの人が使ってからしばらくして使うのをやめ

てしまうことであり、まだまだウェアラブルデバ
イスおよびそのアプリケーションは使い勝手が悪
いという状況を脱していない。ウェアラブルはま
わりに使いこなせる人がいないとなかなか使いこ
なせないという点が本質的であり、汎用のものが
ゼロからいきなり大ブレイクするのは難しいと
いうことなのだろう。2016年には世界の状況と
人々の実感が徐々に変わってくるのではないか。

■あらためて「ウェアラブル」とは何か
　「ウェアラブル」というのは「衣服のように着る
ことができる（wearable）」ということだが、最
近、かなりそれを逸脱した使われ方をするケース
も見られるようになってきた。ウェアラブルとは
何かということに関しては、アカデミックでは20
年以上にわたる一定のコンセンサスがあるのでで
きれば産業でもそれをベースとして使ってほしい
と思うところである。すなわち、ウェアラブルコ
ンピューティングとは以下のような要件を満たす
ものとして捉えられる。

・（ウェアラブル：着用）機器を体の特定の部位に
取り付けてそれがある程度その場所から動かない
こと、そしてそれを装着して実世界での活動がで
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きること。
・（コンピューティング：計算）ある程度以上の
複雑な計算をすること、あるいはそれが汎用性・
適応性を持つこと。さらにはユーザーによるコ
ンピューター利用がある程度明示的に行われる
こと。

　具体的な事例について資料4-1-3にまとめてみ

た。基本的にはウェアラブルは「モバイル」が進
化したコンピューター利用の形態である。「モバ
イル」とは明確に対比的に使われている。同じよ
うな意味で「バーチャルリアリティ」とも対比的
である。実世界での活動がモバイルおよびウェア
ラブルであり、バーチャルな空間はそれとは異な
るものである。

資料4-1-3　ウェアラブルデバイスの包括範囲（アカデミック分野での語用法をベースに）

出典：筆者作成

　もちろんビジネスでの展開や時代環境の変化に
応じて言葉の使われ方が変わってくることはよく
あるので、今後のウェアラブルの意味は世の中の
マジョリティが決めるものである。しかし、誤解
や誤用により意義があいまいになりバズワードと
なってゆくことはぜひ避けたいものである。

■Apple Watchの出現によりウォッチ市
場はどう変化したか？ これからどうなる
か？
　2015年末の時点で、スマートウォッチ市場は
Apple Watchの独走状態にある。しかし、冒頭に

述べたとおり、それほど使われていない。
　調査会社Wristlyによると、使わない主な理由
として「身に着ける価値が見出せない」というこ
とが挙げられている。現状のウォッチの使い方は
スマホと連携してさまざまな通知をするという
ことと、健康・スポーツ系、ライフロギング系が
メインだが、それぞれの機能性が不十分で、ユー
ザーが便利さを実感できるレベルに達していない
という点にひとつの問題がある。
　もうひとつの深刻な問題がバッテリの持ちで
ある。バッテリはなんとか1日持つというレベル
で、毎日の充電が強いられる。スマートフォンも
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同様であるが、スマートフォンの場合は毎日の充
電という不便さに打ち勝つ利便性があるため、受
け入れられているのだろう。2016年の春あるい
は秋に出てくると噂されているApple Watch 2で
は、何らかの形でこれらが解決されてくるものと
考えられる。
　Apple Watchの対抗馬はAndroid Wearウォッ
チであり、端末は各社からたくさん出ているが、
Apple Watchに打ち勝つ決め手がないのが現状
である。PebbleやSamsungのTizenウォッチ等、
独自路線のスマートウォッチも健闘しているが、
販売台数ははるかに少ない。
　一方、昔からあるスポーツウォッチやGPSウ
ォッチ、ダイバーズウォッチはすでに一定の市場
を形成している。リストバンド型活動量計もすで
に大きな市場を形成しており、さらにそれは成長
している。このような専用のウォッチ型デバイス
はほかにもいくつかあって、近年大成功した妖怪
ウォッチのほか、加速度センサーを内蔵した玩具
向けウォッチMoff、紫外線センサーを内蔵した
ビューティー向けウォッチ Juneなどが挙げられ
る。このような目的特化型のウォッチはまだまだ
これからたくさん出てくるのではないだろうか。
　ウォッチに関してひとつ注意すべき本質的な問
題がある。それは表示デバイスとしては

●

　セ
●

　ミウェ
アラブルであるという点である。すなわち、ワン
アクションとらないと利用できない。もう一点、
複数のデバイスをつけるという可能性も十分考慮
する必要がある。TPOに応じて付け替えるとい
うことも考えられる。現時点ではその点を考慮し
たシステムやアプリケーションは皆無である。
　日本企業は全般的にウォッチにはやや消極的な
ところが感じられる。その理由のひとつは、日本
人が時間に厳格であることと、バッテリの持ちが
悪いことの組み合わせにあるものと考えられる。
実は海外での調査結果で、スマートウォッチの

バッテリが切れても多くの人は気にならないとい
うものがあるが、これは日本では異なるのではな
いか。もう一点、日本企業が過去に何度も失敗し
たからという理由もあるのではないか。しかし、
さまざまな状況は過去とは異なるため、よりよい
製品を作れる日本企業の強みはこの分野において
大いに生かせるのではないだろうか。

■Google Glass販売中止後のグラス市
場はどうなったか？ どうなるか？
　2012年に発表され、2013年に米国で開発者向
けに販売が開始されたGoogle Glassは、日本で
発売されることなく2015年1月に販売が中止さ
れた。やっぱりメガネ型はだめ、と思った人が
多いように見受けられるが、それは誤りである。
Googleはその後業務用と民生用に部隊を分けて、
研究開発を進めている模様である。2016年中に、
社会問題を含め、数多く出てきたさまざまな課題
を解決して、業務用と民生用の商品が別々のもの
として出てくる可能性がある。
　Google Glassの影響で、他社からたくさんの
HMD（Head Mounted Display）が出てきてい
る。特にGoogle Glassにスペックが近いVUZIX
m-100、国内企業でもウエストユニティスの
InfoLinker、テレパシージャパンの Jumperが健
闘している。日立、東芝、富士通、NECも業務用
途で多数のトライアルを行っている。
　一方でスポーツに特化したものとしてRecon
JETが挙げられる。国内ではソニーの Smart
Eyeglass Attach!をベースとしてジョギングに
特化したミズノのスカウタがジョギング用として
発表されている。エプソンやソニーは民生用の両
眼シースルーHMDを出しているが、同じジャン
ルのMicrosoft HoloLensが2016年に出てくるこ
とがアナウンスされている。
　また、HMDとは別の機能を持ったグラスもいく
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つか出ている。多数のセンサーを内蔵する J!NS
MEMEや、LEDでレンズの色が変わるメガネの
三城の雰囲気メガネが挙げられる。グラスのポイ
ントの一つとして、目や耳の近辺には、口や鼻な
ど人間活動における重要な感覚器官が集中してお
り、センシングや出力デバイスとして重要性が高
いという点が挙げられる。ウェアラブルデバイス
の中でも要となりうるポテンシャルを持つものと
いえるだろう。
　グラスについては、装着性や入出力のスペック
の点においては特にハードルが高く、多い点には
注意が必要である。たとえば、短時間使って大丈
夫でも、長時間使うと痛くなったり目が悪くなっ
たりする可能性がある。また、視野の一部が隠れ
たり、外部の音が聞こえなくなったりすると、通
常の実世界活動に邪魔になる可能性がある。さら
に、重さに偏りのあるグラスは動いているとずれ
ることがあるが、左右傾いたグラスは見た目が格
好悪い。
　2016年はこれらの点を解決して、より軽く、
見た目の違和感の少ないグラスが多数出てくる
ことが予想される。シースルーHMDで実世界
に重畳してCG等を表示するAR（拡張現実感、
Augmented Reality）についても、実用レベルの
アプリケーションが多数出てくるだろう。本当の
グラスの立ち上がりは2016年ということになる
かもしれない。

■ウォッチやグラス以外のウェアラブル
市場はこれからどうなるのか？
　指輪型、イヤホン型、チェストベルト型など、
クラウドファンディングなどで、ウォッチやグラ
ス以外のウェアラブルデバイスがたくさん出てき
ている。家電業界最大の見本市CESでもここ数
年、ウォッチやグラスに加えて、それ以外のデバ
イスが多数発表されている。

　頭や首に装着するもの、イヤホン型、靴型、腹
巻型、服型などがあるが、ウォッチやグラスとは
異なり、用途を特化した専用デバイスが目立っ
ている。基本的にはセンサーとLEDインジケー
ター、あるいはセンサーと通信機能を使ってスマ
ホと組み合わせて使うものが多い。
　スポーツ、ビューティー、ヘルスケアなど、さ
まざまな人間活動において、さまざまな目的を達
するために利用されるウェアラブルデバイスは、
これからまだまだ新しいものが出てくることが考
えられる。その際、実生活ではいろいろな状況が
ありうる点には注意が必要である。
　また、個人の特性の違いも大きい。ファッショ
ン性は特に重要であり、性別、年齢、TPOや好み
によって嗜好は大きく異なることを考える必要が
ある。汎用のものと比べるとこれらの点はおそら
く考慮しやすいものと考えられる。体のいろいろ
な部分にいろいろなデバイスをつけるようになる
のはいずれあ当たり前になるだろう。

■応用
　ウェアラブルの応用分野は、人間の実世界活動
すべてを包括するため、非常に多岐にわたる。ヘ
ルスケア、スポーツ、産業（工場、流通、商業、保
守作業、警備ほか）、街角（ショッピング、交通）、
観光、医療・介護、農業、警察・消防（・軍事）、
エンターテインメント、建築・土木・ドローン、
行政（市民サービスほか）などが考えられる。な
かでも特に最近注目されているのは以下の3分野
である。

・観光。近年国内はインバウンド（外国人旅行者）
による観光ブームであり、中国語やタイ語など多
国語翻訳に対するニーズが高い。つまり、業務用
としてウェアラブルデバイスで翻訳を行うという
ニーズがある。
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・建設。建設現場で働く人の安全確保のために有
用である。HMDで据え置き型カメラの映像を見
られるようにして重機を運転することやウェア
ラブルカメラを使って周辺状況を確認するなど
が有効である。ウォッチなどによる熱中症対策も
有効である。またドローン操縦にHMDが有効で
ある。
・スポーツ。東京オリンピックに向けて産業活性
化の動きがある中で、プレーヤー、審判等運営側、
観客の三者にニーズがある。マラソンやゴルフ、

テニス、サッカーなどで新たな利用法が考えられ
ている。

　さらに、今後の社会への浸透に伴い、安全性の
問題や社会問題（プライバシや犯罪等）が深刻化
することが想定される。社会の中で使い方を洗練
していかなければいけないが、可能な範囲で事前
にさまざまな対策を行っておくことが望ましいだ
ろう。
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